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「施政方針」
えびの市議会3月定例会が2月26日から3月19日まで開かれ、村岡市
長は、「令和3年度施政方針」を述べました。その一部を抜粋・要約し
てお知らせします。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に

よ
り
、
医
療
提
供
・
公
衆
衛
生
体
制
へ
の
負

荷
が
増
大
・
継
続
し
、
地
域
経
済
に
甚
大
な

影
響
を
与
え
て
お
り
、
本
市
は
迅
速
か
つ
き

め
細
や
か
な
独
自
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
自
治

体
運
営
を
堅
持
し
、
地
方
回
帰
の
時
流
の
変

化
等
を
捉
え
て
、
地
方
創
生
を
継
続
・
加
速

す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
維
持

す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
当
初
予
算
は
、
課
題
を
改
め

て
整
理
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い

よ
う
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
留
意
し
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

■
新
た
な
活
力
を
生
む
産
業
づ
く
り

　

農
業
の
振
興
で
は
、
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
農
業
経
営
を
目
指
す
地
域
農
業
の
担
い
手

の
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
令
和
3
年
度

は
、
4
季
ぶ
り
に
市
内
全
域
で
水
稲
作
付
が

再
開
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
、「
え
び
の
産

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら
に
強

化
す
る
た
め
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を

取
り
入
れ
た
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
病
害
虫

防
除
体
系
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
地
の
基
盤
整
備
で
は
、
県
営
畑
か
ん
事

業
お
よ
び
県
営
ほ
場
整
備
事
業
の
各
実
施
地

区
の
早
期
完
成
と
、
未
実
施
地
区
の
計
画
的

な
採
択
に
向
け
た
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
「
道
の
駅
え
び
の
」は
、
新
た
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
販
売
等
を
、
ま
た
、
6
次
産
業
化
は
、

食
品
製
造
・
提
供
事
業
者
の
参
画
に
よ
り
創

意
工
夫
あ
る
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

　

畜
産
の
振
興
で
は
、
家
畜
伝
染
病
侵
入
防

令和 3 年度

止
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
本
市
畜

産
の
中
心
で
あ
る
肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
肉
用
牛
改
良
に
努
め
、
令
和
4
年
10
月

に
開
催
の
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿

児
島
大
会
出
場
に
向
け
関
係
者
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

酪
農
や
中
小
家
畜
で
は
、
新
た
に
施
設
等

の
暑
熱
対
策
・
非
常
時
の
動
力
確
保
の
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
で
は
、
適
正
な
森
林
整
備
や

作
業
の
効
率
化
に
努
め
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
た
森
林
管
理
制
度
や
木
材
利
用
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
再
造
林
な
ど
の
森

林
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
感
染
症
に
よ
る
地

域
経
済
へ
の
影
響
の
対
策
と
し
て
、
国
・
県

の
支
援
を
活
用
し
、
利
子
補
給
や
保
証
料
補

助
等
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
感
染

症
第
3
波
で
疲
弊
し
た
商
工
業
者
へ
の
市
独

自
支
援
お
よ
び
消
費
拡
大
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
な
ど
市
内
商
工
業
者
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
規
模
事
業
者
持

続
化
支
援
補
助
事
業
は
、
予
算
規
模
拡
大
に

よ
り
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

企
業
立
地
施
策
の
推
進
で
は
、
完
成
し
た

産
業
団
地
へ
の
早
期
立
地
実
現
に
向
け
、
引

き
続
き
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
交
通

の
利
便
性
と
南
九
州
の
中
心
に
位
置
す
る
地

理
的
優
位
性
を
生
か
し
た
企
業
立
地
を
進
め

ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、
見
直
し
を
行
う
観
光

振
興
計
画
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
施
設
整
備

や
重
点
的
な
取
り
組
み
な
ど
、
3
か
年
の
短

期
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
シ
テ
ィ
え
び
の
の
推
進
で

は
、「
え
び
の
市
・
湧
水
町
自
転
車
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」策
定
や
、
か

わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
活
用
し
、
市
内
周
遊

の
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
構
築
し
、
新
た
な

誘
客
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
情
報
化
の
推
進
で
は
、
国
が
推
進
す

る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）に
対
し
て
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

市
内
条
件
不
利
地
域
へ
高
速
情
報
通
信
網
で

あ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
回
線
整
備
促
進
を
行
い

ま
す
。

■
志
と
郷
土
愛
を
持
つ
人
づ
く
り

　

学
校
教
育
の
充
実
で
は
、「
30
人
学
級
事

業
」を
実
施
し
、
全
学
年
で
の
少
人
数
指
導

に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
、
学
び
の
場

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
校
に
お
け
る
感
染
症
に
関

す
る
衛
生
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

飯
野
高
等
学
校
支
援
事
業
で
は
、
存
続
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
全
国
枠
の
生
徒

等
に
対
し
て
は
、
受
け
入
れ
環
境
整
備
や
魅

力
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、
加
久
藤
地
区
体

育
館
外
壁
修
繕
や
王
子
原
運
動
公
園
本
部
室

空
調
設
備
設
置
等
と
、
永
山
運
動
公
園
拡
張

整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

人
権
意
識
の
高
揚
で
は
、
人
権
を
尊
重
し

互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
共
に
健
や
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。ま
た
、感
染
症
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
人
権
な
ど
、
近
年
関
心
の
高
ま
っ

て
い
る
課
題
に
つ
い
て
も
適
切
に
啓
発
や
施

策
検
討
を
進
め
ま
す
。

■
誰
も
が
元
気
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
ス
マ
ー
ト

ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
（
健
康
で
幸
せ
な
ま
ち

づ
く
り
）に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
拡
大
防
止

の
た
め
の
情
報
発
信
に
努
め
、
国
の
指
示
の

も
と
、
県
や
西
諸
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

市
民
が
確
実
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
医
療
体
制
の
整
備
で
は
、
広
域
的
な

地
域
医
療
体
制
の
構
築
を
進
め
、
本
市
の
地

域
医
療
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
を
最
優
先
課
題

と
し
て
医
療
関
係
者
等
と
議
論
し
ま
す
。

　

市
立
病
院
は
、
感
染
症
の
検
査
・
医
療
体

制
の
確
保
を
図
り
、
救
急
医
療
を
継
続
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
安
定
運

用
に
よ
り
患
者
の
在
宅
復
帰
を
支
援
す
る
た

め
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
等
の
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

■
協
働
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
え

び
の
市
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業
や
市
民
提
案

型
事
業
を
実
施
し
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」と
連
携
し
な
が
ら
、
各
種
事
業
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
で
は
、
男
女
が
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
、
誰
も
が
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　

情
報
共
有
化
の
推
進
で
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
機
能
を
活
用
し
て
情
報
発
信
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
充
実
・

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
市
独
自
施

策
に
よ
る
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
こ
ど
も
宅

食
運
営
事
業
等
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
継
続
し
て
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
の
支
え
合
い
、

助
け
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
十
分
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
等
が
提
供
で
き
る
よ
う
着
実
な
事
業
の

推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
」を
導
入
し
、
は
つ
ら
つ

百
歳
体
操
運
営
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
で
は
、
相
談
支
援
体
制
強
化
の

た
め
、
西
諸
圏
域
に
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
児
支

援
と
し
て
、
施
設
通
所
時
に
必
要
に
応
じ
た

送
迎
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
移
動
支
援
事
業

の
条
件
を
緩
和
し
、
保
護
者
の
心
身
お
よ
び

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
、
さ
ら
に
、
教

育
・
保
育
施
設
環
境
改
善
事
業
を
創
設
し
、

入
所
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

　

防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
で
は
、
自
主
防

災
組
織
早
期
設
立
に
努
め
、
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
防
災
訓
練
や
防
災
資
機
材
の
整
備
に

対
し
て
財
政
支
援
を
含
め
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
に
お
け
る
防
災

力
と
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。ま
た
、

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
将
来
予
想
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
更
新
等
を
見
据
え
た
検
討
を
進

め
つ
つ
、
現
状
の
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
戸

別
受
信
機
の
配
置
増
を
図
り
、
確
実
な
情
報

伝
達
に
努
め
ま
す
。

　

治
水
対
策
で
は
、
市
河
川
は
河
川
内
堆
積

土
の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫

を
行
い
、
国
、
県
河
川
は
川
内
川

流
域
の
市
町
と
連
携
を
図
り
築
堤
の
設
置
等

の
内
水
対
策
や
下
方
井
堰せ

き

の
早
期
改
修
を
国

に
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

消
防
体
制
の
整
備
で
は
、
新
た
に
支
援
団

員
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
消
防
団

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■
生
活
環
境
づ
く
り

　

廃
棄
物
処
理
施
設
で
は
、
施
設
の
長
寿
命

化
を
図
り
、
適
正
な
計
画
的
維
持
管
理
に
努

め
、
次
期
施
設
に
つ
い
て
更
新
準
備
を
進
め

ま
す
。
最
終
処
分
場
は
、
設
置
当
初
の
計
画

ど
お
り
、
施
設
の
処
理
能
力
を
最
大
限
に
高

め
る
た
め
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

大
規
模
災
害
時
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
円

　

住
宅
対
策
の
推
進
で
は
、
特
定
空
家
等
に

認
定
さ
れ
た
空
家
を
は
じ
め
、
放
置
さ
れ
て

い
る
空
家
の
適
正
な
管
理
を
促
す
な
ど
、
良

好
な
住
環
境
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

■
計
画
の
実
現
に
向
け
て

　

計
画
的
な
行
政
運
営
の
推
進
、
総
合
計
画

の
進
行
管
理
に
つ
い
て
、
令
和
4
年
度
か
ら

の
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
作
業
を

進
め
ま
す
。

　

感
染
症
や
災
害
な
ど
の
困
難
に
直
面
し
て

も
、
し
な
や
か
に
回
復
し
、
乗
り
越
え
る
力

を
も
つ
自
治
体
運
営
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
体
と
な
り『
大
自
然
と
人
々
が
融
合

し
、「
新
た
な
力
」が
躍
動
す
る
ま
ち　

え
び

の
』の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
、
各
種
施

策
・
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

滑
に
行
う
た
め
、
行
動
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　

安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定

的
な
供
給
の
確
保
で
は
、
水
道

施
設
更
新
事
業
、
大
迫
妙
見
簡

易
水
道
の
上
水
道
統
合
整
備
事

業
の
完
成
お
よ
び
低
水
圧
地
区

の
水
道
管
布
設
替
事
業
な
ど
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

令和 3 年度施政方針

広報 令和3年4月号 2



令和
3 年度 当 初 予 算 を お 知 ら  せ し ま す

※水道事業会計および病院事業会計は、収益的支出と資本的支出の合
計を記載。

自主財源

依存財源

市税
19 億 2,174 万円

（13.8%）

基金からの繰入金
22 億 4,548 万円

（16.1%）

寄附金
5 億 5,000 万円（3.9％）

その他
5 億 1,370 万円（3.6％）

地方交付税
38 億 7,619 万円

（27.7%）

国からの支出金
19 億 4,179 万円

（13.9%）

県からの支出金
12 億 4,519 万円（8.9％）

地方債
11 億 1,105 万円

（8.0%）

地方譲与税・交付金
5 億 7,286 万円（4.1%）

歳入歳出

扶助費
（子どもや高齢者、

生活困窮者などへの支援）

人件費
（市職員給与・

市議会議員報酬など）

事務経費・
施設運営経費

補助金・負担金

義務的
経費

その他の
経費

投資的
経費

28 億 3,268 万円
（20.3%）

25 億 1,333 万円
（18.0%）

公債費（地方債の償還金）
8 億 2,165 万円（5.9%）

災害復旧
3 億 5,959 万円（2.5%）

20 億 9,140 万円
（15.0%）

13 億 5,161 万円
（9.7%）国民健康保険・

介護保険などへの繰出金
13 億 5,472 万円（9.7%）

積立金など
12 億 1,387 万円（8.6%）

公共施設の新設・改修
14 億 3,915 万円（10.3%）

　令和 3 年度一般会計当初予算の総額は、歳入、歳出それぞれ 139 億
7,800 万円です。令和 2 年度当初予算と比較すると、5,300 万円、率
にして約 0.4％の増額予算となりました。

　歳入予算の財源割合は、自主財源（市税など、自主的に収入できる財源）が
37.4％、依存財源（国や県からの交付金・支出金や、市債による財源）が 62.6％となっ
ており、依存財源の割合が高くなっています。

　歳出予算の主な事業内容については、来月「わかりやすい予算書」でお知らせ
します。

■お問い合わせ先
　市財政課  財政係　☎︎ 35-3716（課直通）

139 億 7,800 万円 139 億 7,800 万円

※義務的経費…その支出が義務付けられ、任意に削減することが困難な経費。
※投資的経費…その支出が建物、学校、道路など、資産形成に向けられる経費。

※自主財源…市税など、自主的に収入できる財源。
※依存財源…国や県により決定された額を交付されたり、割り当てられたりする財源。

【単位：千円】

会計別予算の状況一般会計目的別歳出の状況

会　計 3 年度 2年度 増減率

産業団地整備
事業特別会計 35,839 710,699 △95.0％

水道事業会計 653,738 610,401 7.1％

病院事業会計 1,021,518 1,109,939 △8.0％

2,982,476 3,026,952 △1.5％国民健康保険
特別会計

673,272 676,863 △0.5％後期高齢者
医療特別会計

3,406,230 3,416,546 △0.3％介護保険
特別会計

科　目 3 年度 2年度 増減率

教育費 1,238,461 1,091,390 13.5％

災害復旧費 374,089 158,969 135.3％

予備費 26,458 30,016 △11.9％

374,067 382,802 △ 2.3％消防費

958,171 1,216,307 △ 21.2％土木費

557,822 711,610 △ 21.6％商工費

1,077,602 1,447,584 △ 25.6％農林水産業費

公債費 821,648 772,381 6.4％

合　計 13,978,000 13,925,000 0.4％

【単位：千円】

科　目 3 年度 2年度 増減率

1,146,425 1,106,569 3.6％衛生費

4,573,551 4,621,632 △1.0％民生費

2,666,459 2,225,468 19.8％総務費

149,608 147,133 1.7％議会費

労働費 13,639 13,139 3.8％

市民一人当たりの予算額（一般会計）

※ 3 月 1 日現在、住民基本台帳で算出。

１人当たり

約 74 万 5,931 円 約 144 万 8,497 円

１世帯当たり

（対前年比約 1 万 9,119 円増） （対前年比約 2 万 6,418 円増）
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■市役所の組織を紹介します

課・事務局等 係・室等 主な業務内容 電話番号

総務課

人権啓発室 人権、女性相談、男女共同参画

35-3711行政係 固定資産評価審査委員会、条例・規則、行政組織、文書、行政改革、情
報公開、個人情報保護

人事係 職員管理（任免、配置、身分、服務、給与、研修、福利厚生等）、各種委
員任免

企画課

政策係 総合計画、国土利用計画、広域行政、総合交通対策、施策評価、過疎計画、
各種統計、公平委員会、地域振興 35-3712

秘書係 秘書、渉外、儀式、褒賞、表彰 35-1111

情報係 情報処理、高度情報化対策、行政情報の総合企画・調整、広報、公聴 35-3714

定住対策係 定住促進、人口減少対策、地方創生総合戦略、ふるさと納税 35-3713

財政課
財政係 予算編成・統制、地方交付税、市債、公会計制度、財政効率化の推進

35-3716
入札・契約係 入札・契約

基地・防災対策課 基地・防災対策係 消防団・水防団、危機管理の総合調整、防災訓練、自主防災組織、防衛
施設対策、自衛隊、地域安全・交通安全対策、防災行政無線 35-1119

市民協働課 市民協働係

市民協働のまちづくりの総合調整・推進、自治組織（コミュニティ）施
策、地区コミュニティセンター、市民公益活動、市民活動支援センター、
認可地縁団体、行政事務連絡、ボランティア、国際交流センター、地域
おこし協力隊活動、学園都市

35-1118

財産管理課
管財係 市有財産の取得・管理・処分、庁舎管理、車両の集中管理

35-1120建築係 市有建築物の建設、営繕、建築確認、開発行為、特定空家

住宅係 市営住宅・定住促進住宅の管理

税務課

収納対策室 市税・県民税の収納・徴収、滞納管理、税諸証明 35-3737

市民税係 市税（固定資産税を除く）の賦課、県民税割合算定 35-3734

固定資産税係 固定資産の評価、固定資産税の賦課 35-3735

地籍調査係 地籍調査 35-3736

市民環境課

市民・年金係 戸籍、住民登録、印鑑登録、埋火葬・改葬、自動車臨時運行許可、国民
年金

35-1117
35-3730

生活環境係 行政相談、消費生活、浄化槽、環境保全、環境苦情調整、市営墓地、畜
犬登録 35-3731

飯野出張所 戸籍、住民登録、印鑑登録、自動車臨時運行許可、税諸証明の発行、国
民健康保険・国民年金・福祉に関する一部の手続き

33-1111

真幸出張所 37-1111

美化センター 廃棄物の収集・運搬・処理・減量化・資源化、廃棄物処理事業の許可 33-5782

健康保険課
医療保険係 国民健康保険および後期高齢者医療の資格・給付 35-3742

賦課徴収係 国民健康保険税および後期高齢者医療保険料の賦課・徴収 35-3743

市民健康係 成人保健、精神保健、感染症予防、地域医療、献血推進 35-1116

介護保険課
介護保険係 介護保険の認定・給付、介護保険料の賦課・徴収

35-1112
地域包括支援センター 地域支援事業、要支援者のケアプラン作成、在宅介護支援センター

畜産農政課

畜産振興室 家畜防疫対策、畜産振興

35-3744農政企画係 農業融資、農振の変更、道の駅、農家民泊、6次産業化

担い手対策係 認定農業者、集落営農の組織化、農業法人、新規就農者・後継者育成指
導、農村女性、人・農地プラン、農地中間管理事業

農産園芸係 農産物流通対策、園芸特産物、転作制度、鳥獣害対策 35-1650

観光商工課
観光係 観光振興、観光施設管理、京町温泉駅観光交流センター、矢岳高原、え

びの高原、八幡丘公園、登山道（甑岳、えびの岳）管理 35-1114

商工係 地場産業振興、商工業振興、中小企業対策、雇用・労働対策 35-3728

　市役所組織（4 月 1 日現在）の業務内容等について紹介します。また、直通の電話番号を掲載していますので、
各担当へのお問い合わせなどはこちらをご利用ください。

課・事務局等 係・室等 主な業務内容 電話番号

福祉課
福祉係

地域福祉、民生委員・児童委員、災害弔慰金、戦傷病者・戦没者遺族の
援護、障がい者（児）福祉、特別障害者手当・特別児童扶養手当、重度
心身障害者（児）医療、福祉タクシー利用助成、高齢者福祉、養護老人
ホーム真幸園、老人福祉センター、高齢者交流プラザ

35-1115

生活保護係 生活保護、行旅病人の保護、行旅死亡人の処置、災害援助 35-3740
生活・仕事支援室 生活・仕事支援 35-3741

こども課

子育て支援係
児童福祉、保育園・私立幼稚園、認定こども園、児童クラブ、児童手当、
こども医療費助成、病後児保育、ファミリーサポートセンター、子育
て支援センター

35-3738

こども相談係
母子保健、子どもの予防接種、ひとり親の援護、児童福祉施設、要保護
児童対策、子どもの貧困対策、児童扶養手当、ひとり親・寡婦医療費助
成

35-3739

子育て世代包括 
支援センター

（保健センター内）
妊娠・出産・育児の相談 35-1707

家庭児童相談室 児童相談 35-3739
企業立地課 立地推進係 企業立地、立地企業の育成、産業団地 35-3727

建設課

管理係 道路の認定・廃止・境界立ち会い、法定外公共物（里道・水路）の財産管
理、景観計画

35-3724建設係 市道改良工事、橋梁修繕、都市計画
維持係 市道・河川の維持工事、災害復旧
補修係 市道の維持補修

農林整備課

畑かん推進室 畑地かんがい事業・水田ほ場整備事業の推進

35-3725土地改良係 土地改良事業、農地・農業用施設災害復旧事業、農地・水保全管理事業、
農村環境整備、土地改良区

林務係 市有林管理、森林保護、特用林産物、鳥獣保護・駆除、治山・林道
会計課 出納係 公金の出納 35-3723

水道課
経営管理係 庶務、財務、予算・決算、使用開始・中止の受付、検針業務、水道料の収納・

徴収 35-1113
工務係 水道用水の供給、水道施設の維持管理

監査委員事務局 ― 例月現金出納検査、決算審査等、財政援助団体等監査、定期監査、住民
監査請求監査 35-1111

議会事務局 議事運営係 議会事務 35-3718
農業委員会事務局 農地調整係 農地の売買貸借・転用、農業委員会事務、農業者年金 35-3726

選挙管理委員会
事務局 選挙係 選挙事務、直接請求、裁判員候補者予定者名簿調製、検察審査員候補

者名簿調製 35-3732

学校教育課
総務係 教育委員会、職員管理、学校予算、栄典、教育行政相談、学校施設等管理、

教育の調査・統計、通学路安全点検
35-3721

教育係 学校経営指導、学校職員の服務、児童生徒の就学、奨学金、児童生徒の
安全管理・就学援助、教科用図書、就学時健康診断、人権同和教育

防災食育センター 管理運営係 学校給食 33-0270

社会教育課
（文化センター）

社会教育係 生涯学習、人権同和教育、青少年育成、社会教育関係団体
35-2268市民体育係 体育施設、生涯スポーツ振興、体育団体

文化係 文化振興、文化財保存、文化センター、歴史民俗資料館、市民図書館

市立病院

診療科（内科・外科・整
形外科・放射線科・リハ
ビリテーション科）

診療・往診、診療録の記録

33-1023
33-1024

薬局 調剤・製剤、薬剤処方

検査室 原虫学的検査、寄生虫学的検査、血清学的検査、生化学的検査、細菌学
的検査、生理学的検査、血液検査

放射線室 放射線業務
リハビリテーション室 理学療法業務、作業療法業務

栄養管理室 栄養指導、給食業務
看護管理室 看護、医師の診療補助、入退院の連絡調整、手術介助

地域医療連携室 保健・医療・福祉・介護の相談業務、入退院調整、医療機関との連携推進
経営管理係 庶務・財務、予算・決算、診療情報管理
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進
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主
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織
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対
す
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に
立
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災
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織
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設
立
と
積
極
的
な
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動
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ま
す
。

南岡松自治会自主防災組織
防災リーダー

米光 留美さん

　

熊
本
地
震
で
の
災
害
復
旧
活
動
を
経
験

し
、
改
め
て
事
前
に
備
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
分
の

住
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で
い
る
地
域
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な
に
か
で
き
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は
な
い
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、
防
災
士
の
資
格
を
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得
し
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防
災
リ
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ー
に
な
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た
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防
災
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、
だ
れ
か
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人
が
頑
張
っ
て
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う
に
か
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る
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で
は
あ
り
ま
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ん
。
周
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力
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し
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も
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。

ま
だ
、
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域
の
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全
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防
災
に
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持
っ
て
い
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わ
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で
は
な
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で
、
組
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域
に
根
付
か
せ
る
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防
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座
や
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で
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ま
た
、
ほ
か
の
自
主
防
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組
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て
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い
ま
ち
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で
き
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

自助 共助

公助

自主防災組織

　被害が発生した場合、最小限に抑えるために最も重要な備え

が、「自助」と「共助」です。

　「自助」とは、日頃から災害に備えたり、災害時に事前に避

難したりするなど、一人一人が自分の身を守る行動のことをい

います。「共助」とは、地域の皆さんで消火活動や救助活動を

行うなど、周りの人たちや身近な人と助け合うことをいいます。

　「公助」とは、市や消防、警察などによる救助・援助等をい

いますが、大規模な災害の場合、公助が限界に達し、機能が低

下する恐れがあります。そのため、自助と共助による自主防災

組織の取り組みがとても重要となります。

■問い合わせ先　　　市基地・防災対策課 基地・防災対策係　☎ 35-1119（直通）

えびの消防署員の指導のもと、消

火器の使用方法などを学びます。

（中島）

防災リーダーの指導のもと、備蓄

品の確認などを実施します。

（南岡松）
災
害
に
強
い
ま
ち
に

組織の中核「防災リーダー」
　市では、自主防災組織会長とは別に、防災リーダーの選任を推奨し

ています。

　防災リーダーは、地域の防災力を高めるために中心となって活動を

行います。組織力を存分に発揮するため、普段から組織の活動に対す

る企画・運営や組織員との連携強化など、実働的な活動の一端を担う

重要な役割があります。

　昨今、頻発する大規模災害。災害時には一刻の猶予もなく、発生からほんの数分で多くの人命や財産

が奪われてしまいます。災害と常に隣り合わせの日本では、いつ自分の身に危険が降りかかってもおか

しくありません。「自分は大丈夫だろう」という考えを「もしかしたら自分も」に変換し、自主防災組

織の活動に取り組んでみませんか？

地域一体となった取り組みを
　災害というのは、誰にでも同じようにやってきます。そのため、普段から幅広い世代での活動を行うことが重

要となります。

　高齢者の豊富な経験と知識を活用した図上訓練や、子どもの考える力を養うための通学時などを想定した防災

訓練など、地域が一体となり防災活動に取り組むことで、自治会、市の防災力向上につながります。

・上大河平自治会自主防災組織

・杉水流自治会自主防災組織

・前田自治会自主防災組織

・上原田自治会自主防災組織

・南原田自治会自主防災組織

防災訓練を行い、要救助者がいた

場合の心肺蘇生法などを学びます。

（加久藤麓）

市内の自主防災組織（令和 3 年 4 月 1 日現在）

市内の活動の様子

◯飯野地区 ・出水自治会自主防災組織

・白鳥自治会自主防災組織
◯上江地区

・麓自治会自主防災組織

・中島自治会自主防災組織

・湯田自治会自主防災組織

・西郷自治会自主防災組織

◯加久藤地区

・南岡松自治会自主防災組織

・南昌明寺自治会自主防災組織

・上浦自治会自主防災組織

・中浦自治会自主防災組織

・下浦自治会自主防災組織

◯真幸地区

市内では、16の自治会で自主防災組織が設立されています。
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①氏名

④抱負

②配属先
③出身地

新職員を迎え
新組織体制でスタート

　令和 3 年度の職員数は、新規採用職員 8 人を迎え、301 人となります。
　4 月 1 日から、「えびのインタ―産業団地」が完成したことに伴い、産
業団地等への企業立地についてさらなる促進を図るため、企業立地課の

「団地整備係」を「立地推進係」に統合しました。
　また、西諸広域行政事務組合および宮崎県後期高齢者医療広域連合に
職員を 1 人ずつ派遣しています。

①渡
わたなべ

邉　夕
ゆ う ま

真

④市の防災に貢献できるよう
に、日々の業務に取り組み、市
民の皆さんからも信頼される職
員を目指します。

②基地・防災対策課
③小林市

�市総務課 人事係　☎35-3711（課直通）

　

平
成
22
年
4
月
28
日
に
え
び
の
市
で

発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息
か
ら
間
も
な
く

11
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
の
防
疫
に
対
す
る

意
識
は
低
下
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

終
息
ま
で
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
日

夜
消
毒
作
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な

ど
、
当
時
の
防
疫
意
識
の
高
さ
を
今
一

度
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
22
年
4
月
20
日
、
口
蹄
疫
が
県

内
で
発
生
し
、
え
び
の
市
で
は
６
２
７

頭
、
県
内
全
体
で
は
29
万
頭
も
の
家
畜

が
処
分
さ
れ
る
大
惨
事
と
な
り
ま
し

た
。
口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
、
発
生
農

場
お
よ
び
近
隣
農
場
は
家
畜
の
殺
処
分

や
、
生
き
た
家
畜
、
た
い
肥
の
移
動
が

制
限
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
セ
リ
市
が

8
月
ま
で
中
止
に
な
り
、
市
内
の
農
家

や
畜
産
関
係
者
の
経
営
に
大
き
い
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
え
び
の
市

で
は
全
車
両
消
毒
等
、
市
民
一
体
と

な
っ
た
防
疫
を
行
い
、
6
月
4
日
に
全

て
の
制
限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、
人
・

物
が
世
界
中
で
頻
繁
に
行
き
来
す
る

中
、
家
畜
伝
染
病
も
い
つ
・
ど
こ
か
ら

侵
入
す
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●毎月 20 日は、 県下一斉消毒の日です

　

昨
年
国
内
で
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
相
次
い
で
確
認
さ

れ
、
国
内
で
52
事
例
発
生
し
、
県
内
で

も
12
事
例
発
生
す
る
な
ど
、
全
国
的
な

発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
8
月
か
ら
東
ア
ジ

ア
地
域
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
ア
フ

リ
カ
豚
熱
や
、
同
年
9
月
か
ら
国
内
で

発
生
が
継
続
し
て
い
る
豚
熱
に
お
い
て

も
、
依
然
と
し
て
終
息
の
め
ど
が
立
っ

て
お
ら
ず
、
家
畜
伝
染
病
の
発
生
リ
ス

ク
は
非
常
に
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
で
、
二
度
と
当
時
の

よ
う
な
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
徹
底
お
よ

び
農
場
防
疫
体
制
の
再
確
認
な
ど
を
し

て
く
だ
さ
い
。
畜
産
農
家
一
人
一
人
の

防
疫
意
識
が
大
切
で
す
。
え
び
の
市
の

畜
産
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
防
疫

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
】

　

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
防
止
に
は
、
畜
産

農
家
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
も
不
可
欠
で
す
。
農
場
を
訪
れ
る
際

は
、
必
ず
農
場
主
に
連
絡
を
入
れ
、
靴

底
や
タ
イ
ヤ
の
消
毒
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。

畜舎の
消毒

出荷後、敷料を除去した空の畜舎な
どを、動力噴霧機により洗浄・消毒
を行います。動噴がない場合は、消
毒薬をジョウロなどで散布しましょ
う。

消石灰
散布

車両が入ってくる農場入口に、全体
的に白くなるように散布します。車
両のタイヤが十分に一周（250cm 程
度）するくらいの長さ・幅で散布し
てください。

踏み込み
消毒槽の

設置・点検

畜舎入口には踏み込み消毒槽を必ず
設置するようにしてください。泥や
土等が大量に混ざると効果が薄まり
ますので、こまめに点検し、消毒薬
が汚れていたらすぐ取り替えるよう
にしましょう。

畜舎範囲
の清掃

畜舎周囲の除草や草刈り等を含めた
環境の整備に努めましょう。

家畜を守るのは、農場主自身が防疫体制
を整えることが大前提です。消石灰の定
期的な散布、踏み込み消毒槽の設置・定
期的な消毒薬の交換、農場立入者の記帳
等、従業員や家族一丸となって、防疫体
制を整えるようお願いします。

畜
　
産

口
蹄
疫
発
生
か
ら
11
年
　
防
疫
徹
底
を

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

①中
なかつる

鶴　拓
たくろう

郎

④市の防災対策や交通のインフ
ラ整備などを通して、市民の皆
さんが安心・安全に暮らせる地
域づくりに努めていきます。

②建設課
③白鳥

①上
う わ い

井　雄
ゆ う と

聖

④一日でも早く業務を覚え、市
民の皆さんに信頼される職員に
なれるよう、日々全力で頑張っ
ていきます。

②税務課
③中島

①竹
た け の う ち

之内　夏
な つ み

実

④市民の皆さんの生活や健康を
支えるチームの一員として、関
係機関などと連携・協働を図っ
て、地域に貢献します。

②健康保険課
③上上江

①下
しもづる

鶴　陽
は る と

冬

④社会人としての自覚を忘れ
ず、えびの市の魅力を市内外に
発信できるように精いっぱい頑
張ります。

②観光商工課
③都城市

①山
やました

下　純
じゅんぺい

平

④市民の皆さんの検査に対する
不安や緊張を払

ふっしょく

拭し、安心して
検査を受けてもらえるよう努め
ます。

②市立病院
③鹿児島県

①齊
さいとう

藤　真
ま り こ

理子

④千葉県から来ましたが、えび
の市生まれでえびの市が大好き
です。職員として、市に貢献でき
るよう、一生懸命頑張ります。

②財産管理課
③千葉県

①佐
さ と う

藤　純
じゅんだい

大

④生まれ育ったえびの市で、地
域活性化の力になれるよう努力
し、皆さんから信頼される職員
となれるよう頑張ります。

②農業委員会事務局
③東原田

令和 3 年度のスタートにあたり
新規採用職員を紹介します

顔写真
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産
　
業

問 え
び
の
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
が
落
成

市
企
業
立
地
課 

立
地
推
進
係
　
☎
35
‐
3
7
2
7
（
直
通
）

　

3
月
24
日
、「
え
び
の
イ
ン
タ
ー
産

業
団
地
落
成
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
団
地
は
、
令
和
元
年
8
月
に
造

成
工
事
に
着
工
し
、
令
和
3
年
1
月
に

完
成
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
関
係
者
な
ど
約
80
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
式
で
は
、
市
企
業
立
地

課
に
よ
る
事
業
の
経
過
報
告
や
施
工
業

者
等
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
に

は
、
内
覧
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
岡
市
長
は
、「
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、
待
ち
に
待
っ
た

産
業
団
地
が
完
成
し
ま
し
た
。
交
流
人

口
や
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
最

高
の
も
の
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
企
業
誘
致
・
雇
用
の
確
保
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

完成した産業団地

農
　
業

問 令
和
2
年
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

霧
島
地
区
が
特
A
を
獲
得

市
畜
産
農
政
課 

農
産
園
芸
係
　
☎
35
‐
1
6
5
0
（
直
通
）

　

3
月
4
日
に
日
本
穀
物
検
定
協
会

（
東
京
）が
発
表
し
た「
令
和
2
年
産
米

の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
、
宮
崎
県
霧

島
地
区
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
が
、
最
上
位
の

「
特
Ａ
」を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
同
協
会
が
、
見
た
目

や
香
り
、
味
な
ど
6
項
目
を
審
査
し
5

段
階
で
評
価
し
ま
す
。令
和
2
年
産
は
、

44
道
府
県
か
ら
地
区
単
位
で
１
５
４
産

地
銘
柄
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
Ａ
獲
得
を
受
け
て
、
3
月
25
日
、

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
稲
作
振
興
会
の
高
牟
禮

宏
邦
会
長
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
の
小
吹
敏

博
代
表
理
事
組
合
長
ら
が
宮
崎
県
副
知

事
を
訪
問
。
特
Ａ
獲
得
を
報
告
し
、
え

び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

高
牟
禮
会
長
は「
硫
黄
山
の
噴
火
や

水
害
な
ど
想
像
も
で
き
な
い
自
然
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
生
懸
命
米

作
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
安
全

安
心
で
お
い
し
い
霧
島
地
区
の
米
を
世

界
に
販
売
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

3 月 31 日、特 A 獲得を市長に報告しました

農
　
業

問 農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

市
畜
産
農
政
課 

農
政
企
画
係
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

　

3
月
26
日
、
市
役
所
で
「
令
和
2
年

度
え
び
の
市
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰

式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

市
の
農
林
水
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た

人
を
農
林
水
産
業
功
労
者
と
し
て
表
彰

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
林
水
産
業
者
の

士
気
の
高
揚
、
お
よ
び
地
域
の
農
林
水

産
業
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
7
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
の
受
賞
者
は
、
梅
北
悟

さ
ん（
原
田
）と
山
之
内
秀
樹
さ
ん（
東

川
北
）
で
す
。

　

梅
北
さ
ん
は
「
長
い
間
農
業
協
同
組

合
に
勤
め
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
地
域
の

農
業
振
興
の
た
め
に
一
緒
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い

で
す
」、
山
之
内
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う

な
賞
を
い
た
だ
け
て
驚
い
て
い
ま
す
。

ず
っ
と
続
け
て
き
た
活
動
が
認
め
ら
れ

た
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

農業功労者表彰を受賞した山之内さん（左）と梅北さん（右）

防
　
災

問 市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

消
防
車
両
2
台
を
更
新

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

　

え
び
の
市
消
防
団
第
1
分
団
第
13
部

（
駅
前
）と
第
2
分
団
第
2
部（
栗
下
）の

消
防
車
両
2
台
が
更
新
さ
れ
、
3
月
25

日
に
市
役
所
で
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

更
新
さ
れ
た
消
防
車
両
は
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
で
す
。
導
入
費
用
の

約
4
分
の
1
を
県
の
地
域
消
防
防
災

活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し

て
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
費
用
は

１
４
９
１
万
6
０
０
０
円（
2
台
分
）で

す
。

　

市
で
は
、
消
防
団
の
消
防
車
両
を
古

い
も
の
か
ら
順
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

引
渡
式
で
、
え
び
の
市
消
防
団
の
原

田
芳
和
団
長
は「
地
域
の
防
災
力
の
要

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
を

守
っ
て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

第
1
分
団
第
13
部
の
森
健
太
郎
部
長

は「
車
両
が
新
し
く
な
り
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
防
災

活
動
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

更新された消防団の消防車両

関係者によるテープカットが行われました

ヒノヒカリを郡司行敏副知事に贈呈する高牟禮会長
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市
で
は
、「
現
金
主
義
・
単
式
簿
記
」

に
よ
る
現
行
の
地
方
自
治
体
の
会
計
制

度
に
「
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
」
と

い
っ
た
企
業
会
計
的
要
素
を
取
り
込
ん

だ
新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、
一

般
会
計
等
に
地
方
公
営
事
業
会
計
お
よ

び
関
係
団
体
を
連
結
し
た
財
務
書
類
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
度
に
お
い
て
も
、
総
務
省

よ
り
示
さ
れ
て
い
る
「
統
一
的
な
基

準
」
に
基
づ
き
財
務
書
類
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

令
和
元
年
度
決
算
の
財
務
書
類
を
も

と
に
、
市
の
財
政
状
況
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
民
一
人
当
た
り

に
換
算
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

財
務
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.city.
ebino.lg.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
保
有
す
る
資
産
（
財
産
）
と
、
そ

の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
、

純
資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
総
括
的

に
対
照
表
示
し
た
財
務
書
類
で
す
。

●連結対象となる会計・団体・法人

●市民一人当たりのバランスシート

●結決算日
令和 2 年 3 月 31 日

●総資産合計
537 億 6,699 万 7 千円、人口 18,973 人（令和 2 年 3 月 31 日現在）

団体・会計の区分 会計名または組織名

行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体

え
び
の
市

一般会計等 一般会計

公
営
事
業
会
計

特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業
勘定）

産業団地整備事業特別会計

公営企業会計
水道事業会計

病院事業会計

関
係
団
体

一部事務組合・
広域連合

西諸広域行政事務組合

宮崎県後期高齢者医療広域連合

宮崎県市町村総合事務組合

地方公社・
第三セクター等

該当なし

借方
（公共資産や積立金、現金などの資産）

○土地や建物などの公共資産   226 万 3 千円

○積立金など　　　　 　　　    29 万 9 千円

○現金・預金　　　　　　　　 27 万 2 千円

資産合計
283 万 4 千円

　

表
内
の
資
産
合
計
額
（
借
方
）
と
負

債
・
純
資
産
合
計
額
（
貸
方
）
が
一
致

し
、
左
右
が
均
衡
（
バ
ラ
ン
ス
）
し
て

い
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

貸方
（資産を手に入れるために払ったお金と借金）

○借金（負債）　　　　　　　   81 万 5 千円

○すでに支払った額（純資産）
201 万 9 千円

負債・純資産合計
283 万 4 千円

財
　
政

問

市
民
1
人
当
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

市
財
政
課 

財
政
係
　
☎
35
‐
3
7
1
6
（
課
直
通
）

環
　
境

教
　
育

問

問 永
山
運
動
公
園
と
上
江
地
区
体
育
館

集
会
室
の
設
備
を
更
新

市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係
　
☎
35
‐
2
2
6
8
（
課
直
通
）

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は
河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えること
があります。

●検査結果（検査日：令和 3 年 2 月 9 日）

項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPN/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25 以下 1,000 以下

下久保原橋 7.7 12.4 0.5 未満 1.0 未満 170

二十里橋 7.6 11.8 0.5 未満 1.0 未満 1,100

池島橋 7.7 10.9 0.6 1.0 330

長江川橋 7.7 11.0 0.9 1.0 未満 790

関川橋 7.8 10.7 0.5 未満 1.0 未満 80

新岩次橋 7.8 11.1 0.6 1.0 490

山川橋 7.4 11.5 0.5 未満 1.0 未満 220

　

市
で
は
、
河
川
の
環
境
保
全
の
た
め

に
水
質
検
査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、市
内
の
７
カ
所
で
す
。

分
析
で
は
、
５
項
目
（
Ｐ
Ｈ
＝
水
素
イ

オ
ン
濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝
溶
存
酸
素
量
、
Ｂ

Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ

Ｓ
＝
浮
遊
物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）
の

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川
の
生
活
排

水
処
理
対
策
を
行
い
、
河
川
の
汚
濁
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁
防
止
に

心
が
け
、
私
た
ち
の
共
有
す
る
貴
重
な

財
産
で
も
あ
る
河
川
の
環
境
保
全
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
環

境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、

何
ら
か
の
罰
則
規
定
等
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

永
山
運
動
公
園
の
維
持
管
理
を
目
的

と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
用
ト
ラ
ク

タ
、
モ
ア
（
草
刈
機
）、
集
草
機
、
テ

ニ
ス
ネ
ッ
ト
3
張
を
新
し
く
し
ま
し

た
。
ト
ラ
ク
タ
は
平
成
7
年
、
テ
ニ
ス

ネ
ッ
ト
は
平
成
12
年
に
購
入
し
現
在
ま

で
使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
耐
用
年
数

を
経
過
し
、
経
年
劣
化
が
厳
し
く
入
れ

替
え
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
更
新
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
上
江
地
区
体
育
館
集
会
室
の

空
調
機
も
使
用
不
能
と
な
っ
て
い
た
た

め
更
新
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
防
衛
省
の
「
令
和
2
年

度
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
交
付
金
」

を
活
用
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
利
用
者
に
快
適
に
施
設
利
用

を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
、
環
境
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

更新された集草機

河
川
水
質
検
査
結
果

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係
　
☎
35
‐
3
7
3
1
（
直
通
）

更新されたトラクタ
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観
　
光

協
　
働

問

問 自
治
会
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任

市
観
光
商
工
課 

観
光
係
　
☎
35
‐
1
1
1
4
（
直
通
）

　

4
月
か
ら
新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
住
民

な
ど
地
域
外
の
人
材
を
地
域
社
会
の
新

た
な
担
い
手
と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域

力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

出
身
の
高
杉
せ
れ
な
隊
員
で
す
。
高
杉

隊
員
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
人
材
派

出
事
業
に
よ
り
、
協
力
隊
に
着
任
し
ま

し
た
。
市
内
全
域
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
業
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。
任
期

は
1
年
間
で
、
最
長
で
3
年
間
ま
で
更

新
さ
れ
ま
す
。

　

高
杉
隊
員
は
「
客
室
乗
務
員
と
し
て

の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
え
び
の
市

の
良
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
が
好
き
で
、
キ
ャ
ン
プ
や

Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
サ
ッ
プ
：
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ

パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
な
ど
も
し
ま
す
。
え

び
の
市
は
ア
ウ
ト
ド
ア
に
適
し
た
環
境

な
ど
、
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

趣
味
で
得
た
知
識
な
ど
も
生
か
し
て
そ

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
し
い
隊
員
が
早
く
地
域
に
溶
け
込

め
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

辞令を受ける高杉隊員

高杉せれな隊員

　

飯
野
地
区
、
上
江
地
区
、
加
久
藤
地

区
、
真
幸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

各
自
治
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自

治
会
活
動
の
情
報
提
供
や
地
域
の
実
情

の
把
握
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

で
行
う
世
代
間
交
流
事
業
や
学
習
会
、

地
域
づ
く
り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

住
民
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
施
設
で

す
。
い
つ
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
活
性
化
や

防
災
対
策
な
ど
地
域
の
問
題
解
決
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
を
も
り
立
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号

飯野地区 山﨑　浩二 33-0030

上江地区 甲斐　陽二 33-5799

加久藤地区 愛甲　文広 35-1755

真幸地区 黒松　優子 37-3221

山﨑さん、甲斐さん、愛甲さん、黒松さん（左から）

●問い合わせ先
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1年間の学習を修了

3

6

　市文化センターで「第 10 期えびの市民大学
修了式」が行われました。市民大学では、年
間 10 回の講座を実施し、一定以上の講座を受
けた受講生が修了証書を受け取ることができま
す。
　修了式には 22 人の受講生が参加し、修了証
書の授与や津軽三味線訓

さとおう

桜会による三味線と民
謡のミニコンサートが行われました。

市民大学修了式

温泉に触れて価値を知る

3

10

　京町観光ホテルで「温楽授業」が行われまし
た。これは、地域資源である温泉の価値や素晴
らしさを知ることで身近に感じてもらい、もっ
と温泉を利用してもらいたいと、京町温泉みな
ほ会が行っているものです。
　授業は、真幸小学校 3 年生 34 人を対象に行
われました。児童たちは、温泉に関する話を聞
いたり、入浴法・成分について学んだりした後、
実際に足湯・指湯体験を行いました。

温
おんがく

楽授業打植祭

五穀豊穣を願う

3

14

　今西地区の香取神社と田代地区の天宮神社で
「打植祭」が行われました。この祭りは、香取

神社の女神が天宮神社の男神を迎えに行くとい
う神話をもとに、地区民両神社を行き来し、神
事などを行い、豊作を祈願するものです。宮崎
県の無形民俗文化財に指定されています。
　今年は、新型コロナウイルス感染拡大の影響
により、規模を縮小して、神事のみ行われまし
た。

起業家育成セミナー

思考の幅を広げて

3

13

　飯野高等学校でオンラインによる「起業家育
成セミナー」が行われました。これは、飯野高
等学校支援事業として行われたものです。講師
に株式会社タイガーモブ代表の菊地恵理子氏を
招き、「挑戦の先にあるもの。〜見る前に飛べ！
〜」と題して講話が行われました。菊地氏は、「目
指しているゴールは、常に記憶の外にあります。
自分の常識にとらわれてはいけません」と話し、
参加者は真剣に耳を傾けていました。
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消防団員として決意誓う

4

4 消防団入退団式

えびの市制５０周年記念事業　健診
に行こう！キャンペーン　賞品授与式

当選者に特等を授与

3

31

　市役所でえびの市制 50 周年記念事業「健診
に行こう！キャンペーン」賞品授与式が行わ
れました。えびの市国民健康保険加入者のう
ち、令和 2 年度特定健康診査等を受診した合
計 1787 人を対象とし、3 月下旬に行われた抽
選会で 181 人が当選しました。
　特等（田の神さぁ商品券）に当選した本石英
雄さんは「これからも健診を受診していきたい
です」と話していました。

環境について考える

3

30

　飯野高等学校で、九州きりしまえびの特別環
境大使の二木あい氏による「環境について学ぶ
ワークショップ」がオンラインで行われました。
飯野高校生を対象とし、環境に関する地域課題
について、話し合いが行われました。
　二木氏は「仕事としてではなく、純粋に地域
課題の探求活動が出来るのは今だけです。さま
ざまなことにチャレンジしてください」と話さ
れ、参加者は、真剣に耳を傾けていました。

子どもたちの安全のために

3

25

　西諸地区生コンクリート事業協同組合の小菜
良雄事務局長が市長を訪問し、防犯ブザー約
130 個を市に寄贈しました。これは、同組合が
今春小学 1 年生になる児童の防犯に役立てて
もらおうと、毎年行っているものです。ブザー
は、入学式で新 1 年生に配られました。
　今年は、学校での新型コロナウイルス感染症
拡大防止のために利用してほしいと、3 万円も
寄付されました。

防犯ブザー贈呈二木あい氏ワークショップオンライン

地産地消応援学校給食

地元の特産品を味わう

3

15

　市では、新型コロナウイルスの影響を受けた
和牛肉の消費拡大と地産地消への理解を図るた
め、市内小中学校の給食でえびの産の牛肉を提
供しました。
　提供されたのは、ビーフカレー約 1500 食で、
68kg の牛肉が使われました。
　飯野小学校 1 年の内村伊吹くんは、「お肉は
やわらかかったし、いつものカレーより肉の味
が濃くておいしかったです」と話していました。

子育て支援の取り組みが評価

3

29

　飯野高校子育て支援サークル「Nogiku」の
代表者が、「第 15 回マニフェスト大賞」で優
秀政策提言賞と優秀プレゼンテーション賞第 3
位を受賞したことを市長に報告しました。
　立ち上げメンバーの宮田久代さんは、「自分
たちの活動に自信を持てたし、活動を続けてい
きたいという気持ちが強まりました。次も受賞
できるように頑張っていきます」と話していま
した。

子育て支援サークル「Nogiku」
マニフェスト大賞受賞報告

えびの高原荘がリニューアル

4

３

　えびの高原荘が「ホテルピコラナイえびの高
原」としてリニューアルしたため、リニューア
ルオープン式典が行われました。式典には、関
係者約 10 人が参加し、テープカットが行われ
ました。ホテルピコラナイの指定管理者である
株式会社レジャークリエイトホールディングス
代表取締役の河野信吉氏は「えびの高原の魅力
を最大限に引き出すコンセプトを確立させたい
です」とあいさつしました。

えびの高原荘リニューアルオープン

九州トライアル選手権

自然のコースに果敢に挑戦

4

4

　矢岳高原特設会場で「九州トライアル選手権
第 3 戦宮崎大会」が行われました。
　同大会は、宮崎地区トライアル部会が行った
もので、同会場では 7 回目の開催となります。
同大会には、国際 A 級、国際 B 級、国内 A 級、
国内 B 級などの部門に、宮崎県外から約 90 人
のライダーが出場しました。当日はあいにくの
雨でしたが、ライダーたちは悪天候の中、難易
度の高いコースに果敢に挑んでいました。

　市文化センターで「令和 3 年度えびの市消
防団入退団式」が行われました。今年度は、新
たに 21 人が消防団に入団し、21 人が退団しま
した。式典では、市長が川野俊二さんを新団長
に任命しました。新団長から新入団員などに辞
令を交付しました。新入団員を代表して、第 1
分団第 5 部に配属された井川原隆雅さんが「良
心に従って忠実に消防の義務を遂行することを
厳粛に誓います」と宣誓しました。



　
「
音
響
効
果
は
、
あ
ま
り
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た

ら
な
い
分
野
な
の
で
、
表
彰
さ
れ
て
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
す
の
は
、
有
限
会
社
カ
モ
メ
フ
ァ

ン
代
表
の
伊
藤
進
一
さ
ん
で
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
令
和
2
年
度
（
第
71
回
）
芸

術
選
奨
の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
芸
術
選
奨
と
は
、
文
化
庁
主
催
の
顕
彰
制

度
で
、
芸
術
11
分
野
に
お
い
て
、
優
れ
た
業
績

を
あ
げ
、
新
生
面
を
開
い
た
人
に
文
部
科
学
大

臣
賞
や
新
人
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
飯
野
高
等
学
校
卒
業
後
、
東

京
の
専
門
学
校
に
進
学
。
専
門
学
校
卒
業
後
、

日
活
株
式
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。「
当
時
は

映
像
分
野
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
。
働
い
て
い

る
中
で
、
セ
リ
フ
・
音
楽
以
外
は
全
て
、
音
響

効
果
の
仕
事
で
あ
る
こ
と
に
奥
深
さ
を
感
じ
、

専
門
の
仕
事
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
」

　

音
響
効
果
で
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
時

間
軸
・
場
所
・
環
境
・
時
代
背
景
・
感
情
表

現
だ
と
、
伊
藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。「
例
え
ば
、

戦
車
の
戦
闘
シ
ー
ン
に
効
果
音
を
付
け
る
場

合
、
砲
撃
す
る
音
、
着
弾
し
た
音
、
戦
車
の
エ

ン
ジ
ン
音
な
ど
、
い
ろ
ん
な
音
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
上
空
で
戦
闘
機
が
飛
ん
で
い
る
音
は
必

要
か
、
時
代
背
景
に
合
っ
て
い
る
か
、
ど
の
く

ら
い
距
離
が
離
れ
て
い
る
か
な
ど
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
目
に
見
え
な
い
部
分
ま
で
考
え

る
の
は
、
大
変
で
す
が
、
や
り
が
い
で
も
あ
り

ま
す
」

　
「
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
の
場
で
音
響
効

果
技
師
の
地
位
向
上
の
た
め
に
音
響
効
果
技
師

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
後
輩
が

働
き
や
す
い
環
境
作
り
を
整
え
て
い
き
た
い
で

す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

次
世
代
の
音
響
効
果
技
師
の

地
位
向
上
の
た
め
に

伊藤 進一さん

市 民 の お す す め の 一 冊

わにわにのおふろ
小風さち 文
山口マオ 絵

（福音館書店）

上江保育園 保育士
堂園美知代さんのおすすめ

■おすすめコメント

　ワニのお風呂タイムを楽
しく描いた絵本です。見た
目はリアルで迫力満点のわ
にわに君ですが、お風呂を
満喫している姿は愛

あいきょう

嬌たっ
ぷりです。お風呂が大好き
になるおはなしです。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
短
歌

■
詩

■
俳
句

春
め
き
て
木
々
の
小
枝
に
ふ
っ
ふ
っ
と

発
芽
目
に
と
め
ひ
と
と
き
眺
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ハ
ヤ
子

　
四
月
の
清
々
し
さ
は
冬
の
名
残
の
強
い
風
と
夏
の
光
の
強
さ
が
作
り
出
し
て
い
る
。

　
万
物
の
す
べ
て
が
目
覚
め
る
時
で
あ
る
。

　
作
者
は
、
木
の
小
枝
に
も
芽
吹
を
見
つ
け
命
あ
る
も
の
の
大
切
さ
と
い
と
し
さ
を
感

じ
た
の
で
あ
ろ
う
。心
根
の
や
さ
し
い
詠
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

人
消
え
て
音
消
え
て
春
逝ゆ

き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
原
伊
津
子

　
入
学
式
・
入
園
式
と
お
め
で
た
い
華
や
か
な
行
事
が
続
く
は
ず
の
四
月
。け
れ
ど
も

コ
ロ
ナ
禍
で
式
は
縮
小
さ
れ
、
街
に
人
通
り
は
少
な
く
な
り
静
か
に
春
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

思
い
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
地
知
恵
子

■こどもの日特別企画
こどもの日特別企画として、「こどもだけのチャレン
ジ！」を実施します。自分と家族の借りた本の貸し出しや
返却をしてみましょう！
●開催期間＝5月2日（日）～ 5日（水）
●場所＝図書館カウンター

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

自
分
の
人
生
は
最
後
に
し
か
分
か
ら
な
い

あ
れ
こ
れ
想
像
し
て
み
て
も
分
か
ら
な
い

や
り
た
い
こ
と
し
た
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど

ど
こ
ま
で
全
う
で
き
る
の
か

思
い
通
り
に
い
か
な
い
の
が
人
生
で
あ
る　

と
の
標
語

読
ん
で
眺
め
て
も
納
得
い
く
よ
う
で
い
か
な
い

人
生
の
最
後
に
思
い
通
り
に
い
っ
た
か
ど
う
か

誰
か
教
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か

■生物多様性展示
エコミュージアムセンターの標本やパネル展示を行いま
す。ぜひ、ご来場ください。
●開催期間＝5月1日（土）～ 6月30日（水）
●場所＝図書館入口

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（5月） 時　間

岡元小学校→市立病院→さくら苑 12日（水）、
26日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→プラッセだいわ→真
幸地区体育館→真幸出張所

13日（木）、
27日（木） 13：15〜16：30

飯野地区コミュニティセンター 14日（金）、
28日（金） 14：50〜15：15

真幸地区体育館 19日（水） 15：25〜15：50

飯野駅前地区体育館→飯野出張所
→大平職員宿舎→自衛隊官舎 21日（金） 14：15〜16：30

広報 広報令和3年4月号 令和3年4月号21 20



市
立
病
院
職
員
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」

市立病院■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

新 入 学 児 童を事 故 から守りましょう

えびの署の人 事 異 動

C i t y  h o s p i t a l

3月の交通事故
発生状況

人　身	 4件
物　件	 24件

本年累計	 5件
本年累計	 71件

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 0件
救　急	 60件

本年累計	 5件
本年累計	 211件

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
生
し
て
か
ら
1
年
以
上
が
経
過
し

ま
し
た
。宮
崎
は
よ
う
や
く
感
染
が

落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、
都
市
部

で
は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
人
の
感
染

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
立
病

院
に
勤
務
す
る
職
員
に
対
し
、
3
月

15
日
か
ら
医
療
従
事
者
向
け
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。第
1

回
目
の
接
種
は
予
定
ど
お
り
終
了
し
、

お
お
む
ね
3
週
間
の
間
隔
を
空
け
た

の
ち
に
、
2
回
目
の
接
種
を
始
め
ま

　

市
立
病
院
で
は
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
重
篤
な
症
状

が
あ
っ
て
も
早
急
に
対
処
で
き
る
体

制
を
整
え
て
お
り
、
今
回
の
職
員
へ

の
接
種
の
機
会
を
利
用
し
て
、
高
齢

者
や
一
般
接
種
の
受
け
入
れ
を
想
定

し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

一
般
市
民
向
け
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
当
院
で
も

実
施
で
き
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

来
院
く
だ
さ
い
。

　
　
文
：
市
立
病
院 

院
長 

河
内
謙
介

し
た
。

　

職
員
の
接
種
後
す
ぐ
の
状
況
と
し

て
は
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
数
人
に

め
ま
い
や
頭
痛
、
発
熱
、
倦け

ん
た
い怠
感
と

い
っ
た
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
、
安
静
ま
た
は
軽
い
点
滴
で
軽
快

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
数
時
間
経
過
後
の
症
状
と

し
て
は
、
接
種
部
付
近
に
筋
肉
痛
の

よ
う
な
痛
み
が
出
る
と
い
う
も
の
で

し
た
が
、
2
・
3
日
後
に
は
自
然
に

軽
快
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

る
こ
と
で
防
げ
る
被
害
が
あ
り
ま
す
。

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
で
は
、

被
害
事
例
や
相
談
窓
口
、
注
意
喚
起

の
サ
イ
ト
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
根
絶

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
に
は
、
西
諸
地
域
で
唯

一
の
「
女
性
相
談
所
」
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
‐
1
2
3
‐
6
9
3

【
相
談
料
】
無
料

　
　
　

文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

 

「
モ
デ
ル
や
ア
イ
ド
ル
に
な
り
ま

せ
ん
か
」
等
と
ス
カ
ウ
ト
を
装
っ
て

声
を
か
け
ら
れ
、
本
人
の
意
に
反
し

て
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
へ
の
出
演
を
強

要
す
る
問
題
や
、「
J
K（
女
子
高
生
）

ビ
ジ
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
営
業
に
よ

り
子
ど
も
が
性
的
被
害
に
遭
う
問
題

な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。若
年
層

の
女
性
に
対
す
る
性
的
な
暴
力
の
問

題
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、「
女
性
に
対

す
る
暴
力
」
に
あ
た
る
人
権
侵
害
で

あ
る
と
と
も
に
、
女
性
活
躍
の
前
提

で
あ
る
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
基

盤
を
揺
る
が
す
問
題
で
す
。

　

進
学
・
就
職
等
で
若
者
の
生
活
環

境
が
大
き
く
変
わ
る
4
月
は
、
こ
の

よ
う
な
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
安
易
に
個
人
情
報

を
教
え
た
り
、
そ
の
場
で
判
断
し
た

り
せ
ず
、
家
族
や
信
頼
で
き
る
人
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
親
の
目
の

届
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
ま

す
。ま
わ
り
の
大
人
が
関
心
を
寄
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
受
け

付
け
を
3
月
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
誰
も
が

安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の

団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動
（
社
会
教
育

活
動
）
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。公
益
財
団
法
人

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が
損
害
保
険
各

社
と
協
力
し
て
作
り
上
げ
た
、
小
さ

な
掛
金
で
大
き
な
補
償
が
得
ら
れ
る

公
益
目
的
事
業
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
な
ど
を
行

う
4
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が

加
入
で
き
ま
す
。

　

内
容
は
、
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任

保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
保
険
で
、
団
体
で

の
活
動
中
お
よ
び
団
体
活
動
へ
の
往

復
中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

　

万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
な
ど
に

備
え
て
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
公
益
財
団
法
人
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ま
た
は
市
社
会
教

育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

前
年
度
加
入
団
体
の
加
入
依
頼
書

に
つ
い
て
は
、
代
表
者
の
住
所
へ
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
加

入
や
追
加
の
場
合
は
、
市
社
会
教
育

課
（
市
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）、
両
出
張

所
、
各
体
育
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

公
益
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社
会
教
育
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市
民
体
育
係

☎
35
‐
２
２
６
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（
課
直
通
）

　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

A
V
出
演
強
要
・
J
K
ビ
ジ
ネ
ス
等
被
害
防
止
月
間

　 4 月 1 日付けの人事異動で職員が代わりました。
【着任】長﨑紀仁（消防本部警防指令課）、切畑昂

耶（中央消防署）、寺谷裕一郎（中央消防署）、内
嶋健太郎（中央消防署）、小林昂弘（中央消防署）、
寺師裕太郎（中央消防署）

【離任】今村栄（中央消防署）、色増隆広（中央消
防署）、池上将歩（高原分遣所）、橋谷直樹（中央
消防署）、林大貴（中央消防署）、矢野翔太（野尻
分遣所）
　3 月～ 4 月にかけて、自律神経の乱れによる体調
不良が多くみられます。決まった時間に寝る・起
きる、食事をしっかり取るなど、規則正しい生活
を送るよう心掛けましょう。

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

　 4月に入り、新 入 学 児 童 の 登 下 校 が 始まりまし
た。新 入 学 児 童を交 通 事 故から守るため、次のこ
とに気を付 けましょう。
・保 護 者の皆さんは、子ども目線で通 学 路の危 険
な 場 所を確 認しましょう。

・横 断 歩 道 は 歩 行 者 優 先 で す。車 を 運 転 する 人
は 気を付 けましょう。

・新 入 学 児 童の皆さんは、道 路を渡るとき、「止ま
って」・「見て」・「車 が 止まるのを確 か めて」くだ
さい。

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t
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申請はお済みですか
「タクシー利用料金助成事業」
　市では、「タクシー利用料金助成事業」の申請を受け付
けています。

【助成対象者】次のいずれかに該当する人
・市内在住で住民登録があり、市税等の滞納がない65歳
以上の人

・市内在住で住民登録があり、市税等の滞納がない16歳
から64歳の人で、運転免許証または車両を持っていない
人

・市内在住で住民登録があり、市税等の滞納がない16歳
から64歳の人で、病気等の理由で市長が特に認める人

【申請方法】市企画課政策係にご連絡ください。新型コロ
ナウイルス感染対策として郵送で申請書を送付します。
届いた申請書を市企画課政策係に郵送で提出してくださ
い。

【助成方法】
・助成対象者と認められた場合は、「助成対象者証」と「タ
クシー利用券」を送付します。

・「タクシー利用券」を、タクシー利用時に運転手に渡す
ことで、タクシー利用料金の一部の助成を受けることが
できます。

【タクシー券を利用できるタクシー会社】
・宮交タクシー　　　　☎37-1351
・三和交通　　　　　　☎33-0220
・こばやし交通　　　　☎33-0154
・昭和福祉タクシー　　☎33-6270
・福祉タクシーすみれ　☎080-5792-5667

【助成額】運賃の約4割を助成します。助成額は1,500円が
上限です。

【交付枚数】年間48枚（ひと月につき4枚）を限度に、申
請月に応じて交付されます。※令和3年度は、新型コロナ
ウイルスワクチン接種のため、例年の枚数に4枚追加さ
れ、年間52枚となります。

【有効期限】令和4年3月31日までです。翌年度に繰り越
して使用することはできません。

【利用可能区間】タクシー券を利用できる区間は、市内に
限ります。市外からの移動や市外への移動には利用でき
ません。

【その他】タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはで

きませんが、同乗することは可能です。
　この制度は、次の市福祉課が行っている「福祉タクシー
利用券」の制度とは別の制度ですが、両方を同時に利用
することは可能です。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

ご利用ください「福祉タクシー利用
料金助成事業」

　市では、高齢者および重度の障がいのある人の経済的
負担の軽減を図るため、「福祉タクシー利用料金（基本料
金）」を助成しています。

【助成対象者】
［高齢者の場合］次の全てに該当する人
・75歳以上の高齢者
・対象者は車両を保有せず、自らも運行できない
・世帯員全員が車両を保有していない
・施設等に入所していない
・前年度の住民税所得割額が課税されていない

［障がいのある人の場合］次の全てに該当し、①身体障害
者手帳1級または2級、②精神保健福祉手帳1級、③療育
手帳Aのいずれかの交付を受けている人

・対象者は車両を保有せず、自らも運行できない
・世帯員全員が車両を保有していない
・施設等に入所していない
・前年度の住民税所得割額が課税されていない
※障がいのある人については、世帯員の中で車両の保有
者全員が1週間のうち5日以上就労している場合、就労証
明書を提出することで利用が可能です。
※世帯員とは、生計を同一にする者または住民基本台帳
上は別世帯であっても同一敷地内に居住している者をい
います。

【申請方法】市福祉課福祉係またはお住まいの地区の民
生委員にご連絡ください。

【助成方法】
・助成対象者と認められた場合は、申請があった翌月に
地区の民生委員より「福祉タクシー利用券」を配布します。

・「福祉タクシー利用券」を、タクシー利用時に次の指定
タクシー会社の運転手に渡すことで、タクシー利用料金
の一部の助成を受けることができます。

【福祉タクシー券を利用できるタクシー会社】
・宮交タクシー　　　　☎37-1351
・三和交通　　　　　　☎33-0220
・こばやし交通　　　　☎33-0154
・昭和福祉タクシー　　☎33-6270
・福祉タクシーすみれ　☎080-5792-5667

【助成額】タクシー券1枚につき基本料金を助成します。
【交付枚数】対象者1人につき年間24枚（年度途中の対象

者は、申請のあった月の翌月から月割り交付となりま
す。）※令和3年度は、新型コロナウイルスワクチン接種
のため、例年の枚数に4枚追加され、年間28枚となります。

【有効期限】令和4年3月31日までです。翌年度に繰り越
して使用することはできません。

【その他】タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはで
きませんが、同乗することは可能です。
　この制度は、左に記載している市企画課の「タクシー
券」の制度とは別の制度ですが、両方を同時に利用する
ことは可能です。
申・問市福祉課 福祉係
☎35-1115（課直通）

ご利用ください「えびの市悠々パス
購入費補助制度」

　市では、宮崎交通株式会社路線バスの高齢者用定期券
「悠々パス」購入費用の2分の1を補助する制度を実施し

ています。これは、高齢者の交通の利便性向上を図るた
めに行っているものです。

【申請資格】65歳以上の住民登録がある人で、市税等の
滞納がない人

【補助対象】6カ月定期券のみ（3カ月は対象外）
【申請上限】年2回まで
【申請方法】

①市企画課政策係に申請書を提出してください。申請書
は、市企画課、飯野・真幸出張所にあります。
②市が申請書を審査し、対象者と認めた場合は、交付決
定通知書を送付します。交付決定後、悠々パスを一旦全
額自費で購入し、「領収書」をもらってください。
③交付決定通知書に同封している「実績報告書」と「請
求書」それぞれに必要事項を記入してください（印鑑は
申請書と同じものを押印すること）。

④「領収書の写し」・「実績報告書」・「請求書」を市企画
課政策係に提出してください。後日指定した口座に補助
金が振り込まれます。
※購入前に必ず市に申請してください。
※宮崎交通株式会社で行っている補助事業（免許返納者
事業・制限運転宣誓者事業）の補助を利用した場合は、こ
の補助は受けられません。ご注意ください。
※悠々パスは通常の定期券とは利用方法が異なります。
利用方法については、購入前に宮崎交通株式会社小林バ
スセンター（☎23-0551）にお問い合わせください。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

汲み取り便槽からの転換に宅内配
管工事費の補助を上乗せします

　市では、汚水を処理し、きれいな水をとりもどすため、
令和3年4月から単独処理浄化槽からの転換に加え、汲み
取り便槽からの転換に対しても「宅内配管工事費補助」
を開始しています。ぜひ、ご利用ください。

【単独処理浄化槽・汲み取り便槽からの転換補助金額】
［設置費］

人槽区分 補助金額

5 人槽 332,000 円

7 人槽 414,000 円

10 人槽 548,000 円

［宅内配管工事費］
設置費に加え100,000円（上限額）

［単独処理浄化槽撤去費（撤去した場合のみ）］
設置費に加え90,000円（上限額）
※補助金の内容変更に伴い、申請書類の様式も一部変更
しています。詳しくは、市民環境課生活環境係にお問い
合わせください。
申・問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）
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ご活用ください
「若者定住促進奨学金返還補助金」
　市では、若者の定住促進および市内事業所等への就業
を促進するため、大学等の卒業後にえびの市内に居住し、
市内で就業または起業する若者を対象に、奨学金の返還
に対して補助を行います。

【補助対象者】大学等（学校教育法に定める大学、短期大
学および専修学校（専門課程に限る。））を卒業後に、次
の要件すべてに該当する人

・大学等に進学するにあたり、奨学金の貸与を受けた者
で、その返還期間が5年以上であること。

・補助金の交付を初めて申請する日現在において30歳以
下であること。

・市内に住所を有する者であって、当該住所が住民基本
台帳に記録されており、かつ、補助金の交付を初めて申
請する日から5年以上本市に居住する意思があること。

・大学等を卒業後に期間の定めのない労働契約を締結し
ている労働者として市内の事業所等に就職した者で、補
助金の交付を初めて申請する日から5年以上継続して就
業する見込みがあること。または大学等を卒業後に市内
で起業した者で、補助金の交付を初めて申請する日から
5年以上継続して事業を継続する見込みがあること。

・他に奨学金返還に係る補助を受けていないこと。
・市税等の滞納がないこと。
・補助金の交付を初めて申請する日が、市内で就業開始
後または市内で起業後2年を経過してないこと。

【対象となる奨学金】日本学生支援機構奨学金、あしなが
育英会奨学金、交通遺児育英会奨学金、県または市町村
が貸与する奨学金、その他市長が対象と認める奨学金

【補助金の額】・補助金の額は、年額144,000円以内とし、
5年総額で720,000円を限度とします。ただし、返還金額

（利子を含む。）が限度額を下回る場合は、その金額とし
ます。※補助金の交付を初めて申請する日から5年を経
過する日までに、補助対象者の要件を満たさなくなった
場合は、その要件を満たさなくなった日の属する年度の
補助金は交付しません。この場合において、交付済の補
助金についての返還は求めません。

【申込方法】えびの市若者定住促進奨学金返還補助金交
付申請書（様式第1号）に必要事項を記入のうえ、以下の
必要書類を添付して、市企画課定住対策係に提出してく

ださい。※申請書等の様式は市企画課で取得するか、市
ホームページ（ https://www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウ
ンロードしてください。

【必要書類】・奨学金貸与機関が発行する奨学金貸与を証
するものの写し

・返還金額および返還期間を証するものの写し
・就業先が発行する、えびの市若者定住促進奨学金返還
補助事業就業証明書（様式第2号）または市内で起業し
たことを証する書類（開業届出書等）の写し

・誓約書兼同意書（様式第3号）
【申込期限】随時受け付けます。

申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

移住者の住宅取得に対して支援金
を交付します

　市では、本市への移住促進を図るため、移住者が自己
の居住を目的として市内に住宅を取得する場合に、予
算の範囲内においてその経費の一部を交付します。また、
同じ世帯員に中学生以下の子どもがいる場合は、子育て
加算金も交付します。

【対象者】
［移住者住宅取得支援金］次のいずれにも該当すること
・住宅を新規取得後、引き続き5年以上本市に居住する意
思がある人

・新規取得した住宅以外に市内に住宅を有していない人
（世帯員を含む）
・居住地の自治会に加入している人
・世帯員に市税等の滞納がない人
・新規取得した住宅の登記簿謄本に記載の所有権持分（新
規取得した住宅の世帯員の所有権持分も含む）が2分の1
以上の人

・転入日から2年を経過していない人
［子育て加算金］交付申請日において同じ世帯員として

住民基本台帳に記録された義務教育修了前の者（ 15歳に
達する日の属する年度の末日以前の者をいい、交付申請
日以後も引き続き中学校または特別支援学校の中等部に
在学する者を含む。）がいる移住者住宅取得支援金の交
付を受ける移住者

【支援金額】

［移住者住宅取得支援金］住宅取得経費の10％
※市内業者を利用して住宅を新築した場合または市内業
者から新規購入をした場合は上限50万円、市内業者以外
を利用した場合は上限30万円

［子育て加算金］同じ世帯員に中学生以下の子どもがい
る場合、子ども1人につき10万円（上限20万円）
※住宅取得経費に土地購入代は含みません。
※支援金の額は、同一世帯に対して1回限りの交付とし
ます。

【申請時期】住宅を新築または新規購入し、所有権に関す
る登記を完了した日から起算して1年以内

【添付書類】誓約書、自治会加入証明書、住民票謄本、戸
籍の附票、土地名寄帳および家屋名寄帳の写しまたは無
資産証明書、住宅売買契約書等の写し、住宅取得に関す
る領収書等の写し、住宅の登記事項証明書の写し、市税
等の滞納がないことを証する書類、市長が必要と認める
書類
　予算には、限りがありますので、早めの申請をお願い
します。詳しくは、以下にお問い合わせください。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

「市民提案型（テーマ型）協働事業」
を募集します

　「市民提案型（テーマ型）協働事業」は、これまで市が
実施している事業や行政単独で解決が困難な事業テーマ
について、市民の皆さんの持つノウハウや強みを活かし
た企画事業を提案してもらい、実際に実施してもらう事
業です。市民と協働で行うことでより効果が上がる事業
テーマについて、事業提案を募集します。

【公募する事業テーマ】
①地域文化の発展と向上を図る市民参加型イベントの実
施（担当課　企画課）

［概要］市民相互のつながりを強め、市民のふるさとへの
愛着を高めるとともに、地域文化の発展と向上を目的と
したイベントの実施

［想定される事業］
・えびの映画祭の実施など
②地域資源の活用による地域活性化となる事業（担当課
市民協働課）

［概要］身近にあるさまざまな資源（人・物・自然・エネル
ギー）を見直し、活用することで、地域内循環型経済を
実現し、地域資源の魅力を周知することを目的とした人
材育成・啓発活動、イベントの実施

［想定される事業］
・フットパス（イベントの開催）など

【実施期間】5月（採択後）～ 令和4年3月31日
【事業形態】委託（概算払い）　
［金額］テーマ①120万円以内、テーマ②20万円以内　　
【見積項目】人件費（スタッフ人件費）、旅費交通費（講師、

スタッフ）、講師謝金、印刷製本費、消耗品費、通信運搬費、
賃借料、保険料（イベント等保険）、一般管理費（総事業
費の10％以内）など

【申込資格】えびの市内で活動するボランティアグルー
プ、市民活動団体、NPO法人、自治会等の団体で、5人以
上で構成する団体
※詳しくは、市民協働課にお問い合わせください。

【申込方法】企画提案書に必要事項を記入のうえ、市民協
働課市民協働係にお申し込みください。※提案書は市民
協働課で取得できます。

【申込締切】5月19日（水）
　審査会（ 5月下旬）において採択された後、申請書を提
出してもらいます。
申・問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（直通）

「令和3年度えびの京町温泉マラソ
ン大会」は開催中止となりました

　令和3年度えびの京町温泉マラソン大会は、新型コロナ
ウイルス感染対策の3密回避や衛生環境などの確保が困難
であるほか、ボランティアや医療救護スタッフなどの必要
人員確保に見通しがたたないことなどから、開催中止とす
ることとなりました。
　本大会を心待ちにしていた皆さんには残念な決定となり
ますが、ご理解いただきますようお願いします。
問えびの京町温泉マラソン大会実行委員会（市観光商工課
内）
☎35-1114（直通）

広報 広報令和3年4月号 令和3年4月号27 26



今月の表紙　≫ 今月の納税　≫ 人　口　≫

世帯数　≫

17,277人 （前月比 -231人）
男性／8,143人（-127人） 　女性／9,134人（-104人）
転入／90人  転出／288人  出生／5人  死亡／38人

8,078世帯 （前月比 -81世帯）

新  年 度 に なり広 報 担 当2 年 目となりました 。市 民 の 皆
さんが 読 みやす い、分 かりやす い広 報 紙 となるよう

頑 張ります（ 長 友 ）

4 月の人事 異 動 で福 祉 課 に 異 動となりました 。新 規 採 用
から5 年 間 、取 材 を 通して多くのことを 教 えていただき、

ありがとうございました 。楽しい 時 間でした 。（ 久保 田 ）（令和3年4月1日現在）

3 月14 日に 行 わ れ た 打 植 祭 。
新 型コロナウイルス 感 染 拡 大
の 影 響 に より、規 模 を 縮 小し 、
関 係 者のみで実 施されました 。

令和3年度自衛官募集

　自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所では、令和3
年度自衛官等各種募集を行います。
■一般曹候補生

【資格】18歳以上33歳未満の人 ※32歳の人は、採用予定月
の末日現在33歳に達していない人

【申込期限】5月11日（火）
【試験日】［1次］5月21日（金）～ 30日（日）

■自衛官候補生
【資格】18歳以上33歳未満の人 ※32歳の人は、採用予定月

の１日から起算して3月に達する日の翌月の末日現在、33歳
に達していない人

【申込期間】年間を通じて募集
【試験日】申込受付時に通知します。

申・問自衛隊宮崎地方協力本部 小林地域事務所
☎22-5254

軽自動車税は納期限内に納めましょ
う

　軽自動車税は、毎年4月1日現在で、宮崎運輸支局に登

録されている軽自動車や126cc以上のバイク、市町村で
登録しているバイク（ 125cc以下）、小型特殊自動車を
持っている人に課税されます。
　軽自動車の所有者は、5月31日（月）までに軽自動車税
を納めてください。市役所または金融機関、各コンビニ
エンスストアでも軽自動車税を納めることができます。
詳しくは、納税通知書をご覧ください。
　令和3年度の軽自動車税の納税通知書は、5月上旬に発
送予定です。もし、5月中旬までに納税通知書が届かない
ときは、市税務課にお問い合わせください。
　なお、障がい者のために使用する軽自動車について、
一定の要件に該当する場合は、5月31日までに申請すれ
ば、軽自動車税が免除されます。

【軽自動車税の口座振替日】 軽自動車税の納期限は5月31
日（月）ですが、口座振替日は5月25日（火）の予定です。
振替日の前日までに預金残高の確認をしてください。

【軽自動車税はスマートフォンアプリPayBまたはPayPay
でもお支払いできます】PayBまたはPayPayで納付した人
は、納税証明書を取得する際、支払った画面を市税務課
で提示してください。
問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）

生涯学習講座「エコクラフト教室」
受講者募集

　市社会教育課では、生涯学習の一環として「エコクラフ
ト教室」を開催します。クラフトバンドで使い勝手の良い大
きめのカゴバッグを作成します。初心者大歓迎の楽しい講
座です。市内に在住、在勤、在学している人ならどなたでも
受講できます。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】5月19日、26日、6月2日、9日、16日、23日、30日、
7月7日（毎週水曜、全8回）

【時間】午後7時30分～午後9時
【場所】市文化センター　団体室
【定員】14人 ※先着順
【参加費】1,500円（初回のみ）
【準備する物】木工用ボンド、洗濯ばさみ
【作品のサイズ】横34.6cm×奥行16.5cm×高さ26cm程度
【申込期限】5月7日（金）※先着順で定員に達した場合、事

前に締め切る可能性があります。
【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話でお申し込み

ください。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、自宅での体温
測定やマスクの着用をお願いします。また、状況により講座
が延期または中止になる場合があります。
問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

祝！ 100歳
いつまでもお元気で

2 月から 3 月末までに 100 歳を迎えられ
た皆さんを紹介します。

・永野 トシさん（飯野麓）
・朝留 ハルヱさん（飯野麓）
・川原 フミさん（水流）
・野村 光子さん（中上江）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
訪問は中止となりました。

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期

4月30日（金）までに納めましょう。

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

問市企画課 情報係　   ☎35-3714（直通）

　システムメンテナンスのため、次の日程でコンビ
ニ交付サービスを休止します。休止中は全ての証明
書等の取得ができませんので、ご注意ください。

【運用停止日】5 月 1 日（土）～ 5 日（水）

■証明書等コンビニ交付サービスを一時休止
　します
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写真：獅子戸岳から望む新燃岳と高千穂峰（撮影：令和元年5月29日）
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